
「地方創生整備推進交付金（道の整備事業）」を活用した地域再生計画（愛知県）

木と農を未来へつなぐ奥三河活性化計画 ◆背景
・地域の約９割を森林が占め、過疎化や高齢化の進行による林業
後継者不足や木材価格の低下等で、地域の林業が衰退している。

・農業を取り巻く情勢も農産物価格の低迷、営農者の高齢化や
担い手の減少などにより厳しい状況

・人口の都市部への流出により、過疎、高齢化が進行している。

◆目標
市町村道、広域農道、林道の一体的整備を行うことにより、国道、

県道との連携による地域内交通ネットワークの整備・充実を図る。
また、間伐の促進、三河材の利用促進を図るなど関連事業を組み

合わせて実施することにより、地域特性を踏まえた農業、林業を振
興する。さらに、移住促進、交流拡大による地域活性化を図る。
【数値目標】
・当地域内における森林整備の促進
844ha/年(R2年度末)→1,155ha/年(R8年度末)

・三河材（地元材）利用の促進
素材生産量 70,891㎥/年（R2年度末）

→ 75,000㎥/年（R8年度末)
・観光レクリエーション施設利用者の増加
104万人（R2年）→ 105万人（R8年）

・移住人口の確保 92人/年（R2年度末）→100人/年（R8年度末）

◆取組
○町村道、広域農道及び林道を総合的に整備

町村道 6.5km、広域農道 2.5km、林道 14.7km
【地方創生整備推進交付金（道の整備事業）（内閣府）】

総事業費 4,046,400千円（うち交付金 2,023,200千円）
○その他の事業
・三河材の利用促進
・高性能林業機械の保有促進
・移住・定住の促進、関係人口の拡大促進

作成

主体

愛知県、愛知県北設楽郡設楽

町、東栄町及び豊根村

区域 愛知県北設楽郡設楽町、東栄

町及び豊根村の全域

計画

期間

R４～R８年度

広域農道（整備後）

高性能林業機械を使用した伐採


